
いい湯だな♪

一緒
に楽しみませんか？

 「みなのの元気！」vol.９
絵手紙を楽しむ会

裏表紙もご覧ください

埼玉県皆野町議会令和6年９月定例会　2024年11月１日発行

     令和５年度決算認定

　　　　　　　　　　　　　　令和 6年度予算を可決

こんにちは！ 皆野町議会です♪

　 令和6年 ９月定例会

秩父地方で一番遅い夏祭り秩父地方で一番遅い夏祭り

三沢八幡大神社例大祭の三沢八幡大神社例大祭の

笠鉾です笠鉾です
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第
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和
６
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９
月
定
例
会
）

主
な
質
疑

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
関
連
事
務
費
国
庫
補
助
金

６
５
７
万
９
０
０
０
円

 

質
疑  

町
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

令
和
６
年
８
月
31
日
現
在
で

申
請
率
が
74
・
77
％
で
す
。
そ
の
後

実
際
に
交
付
し
て
い
る
交
付
率
は
、

71
・
９
％
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金

２
４
２
４
万
７
２
１
３
円

 

質
疑  

ど
の
事
業
に
充
当
さ
れ
て
い

る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

三
つ
の
事
業
に
充
当
し
て
い

ま
す
。
２
２
５
０
万
円
が
産
業
観
光

課
で
実
施
し
た
進
出
企
業
定
着
・
地

域
活
性
化
支
援
の
補
助
金
３
０
０
０

万
円
の
事
業
で
す
。
１
０
１
万
７
６

４
３
円
が
町
民
生
活
課
で
実
施
し
た

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
よ
う

に
す
る
事
業
で
す
。
72
万
９
５
７
０

円
が
企
画
財
政
課
で
実
施
し
た
町
か

ら
の
情
報
発
信
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
う

事
業
で
す
。

令和５年度 歳入歳出決算額

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 46億6,991万円 44億5,290万円 2億1,701万円

国民健康保険特別会計 11億4,885万円 11億1,486万円 3,399万円

介護保険特別会計 11億9,775万円 11億5,473万円 4,302万円

後期高齢者医療特別会計 1億5,229万円 1億5,026万円 203万円

合 計 71億6,881万円 68億7,276万円 2億9,605万円

※1万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。	
　令和5年度末　基金現在高　28億6,393万円　地方債残高　26億3,317万円　	 	
	

決算の詳しい内容は
「広報みなの令和６年
11月号」をご覧ください

子
育
て
世
帯
定
住
促
進
奨
励
補

助
金

１
４
１
５
万
円

 

質
疑  

交
付
実
績
14
件
の
中
で
、
町

外
か
ら
移
住
し
た
世
帯
が
何
件
あ
る

か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

転
入
件
数
５
件
で
、
交
付
額

は
４
２
５
万
円
で
す
。
転
入
者
の
人

数
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
５
世
帯
で

14
名
、
う
ち
18
歳
未
満
の
子
供
が
４

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
朽
空
家
等
除
却
補
助
金

１
６
０
万
円

 

質
疑  

対
象
と
な
る
空
き
家
の
基
準

と
実
績
７
件
は
、
ど
こ
の
地
域
な
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

老
朽
空
き
家
の
基
準
は
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
主
な
も
の
だ

け
説
明
し
ま
す
。
①
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て

の
住
宅
。
②
１
年
以
上
居
住
及
び
使

用
し
て
い
な
い
も
の
。
③
公
共
事
業

の
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
も

の
。
④
所
有
者
が
複
数
い
る
場
合
は
、

所
有
者
全
員
の
同
意
を
得
て
い
る
も

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算

9月議会では、令和5年度の町のお金の使い方を9月議会では、令和5年度の町のお金の使い方を
チェックし、全員賛成で認定しました。チェックし、全員賛成で認定しました。

令和６年 ９月定例会
(９月10日･11日)

・町長提出議案14件（うち認定４件、同意１件）
・一般質問５名

9月
定例会

令和令和
５年度５年度 決算認定決算認定



□
□
□
□
□
□
□
□
□
■

□
□
□
□
□
□
□
□
□
■

3

令
和
６
年
11
月
１
日
発
行

令
和
５
年
度 

決
算
認
定

5
名
が
登
壇 

一
般
質
問

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

3

進
出
企
業
定
着
・
地
域
活
性
化

支
援
補
助
金

３
０
０
０
万
円

 

質
疑  

事
業
内
容
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

 

答
弁  

大
字
下
田
野
地
内
に
事
業
所

を
設
け
て
ジ
ビ
エ
の
加
工
場
を
営
む

合
同
会
社
Ｂボ

ン

プ

ｏ
ｎ
ｐ
ｕ
に
交
付
し
た
も

の
で
す
。

※
補
助
事
業
の
内
訳
は
、
国
か
ら
４
分

の
３
の
２
２
５
０
万
円
、
町
の
一
般
財

源
か
ら
４
分
の
１
の
７
５
０
万
円
で
す
。

の
。
⑤
空
き
家
に
所
有
権
以
外
の
権

利
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。
⑥

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
係
る
特
別

措
置
法
に
お
い
て
、
特
定
空
き
家
の

勧
告
を
受
け
て
い
な
い
も
の
と
い
う

条
件
が
あ
り
ま
す
。
除
却
し
た
空
き

家
は
、
大
字
皆
野
地
区
で
５
件
、
大

字
三
沢
地
区
で
１
件
、
大
字
金
崎
地

区
で
１
件
で
す
。

賄ま
か
な
い材

料
費 ４

１
７
４
万
８
７
３
５
円

 

質
疑  

令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
ほ

ぼ
同
額
で
す
が
、
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

質
と
量
に
関
し
て
は
、
決
し

て
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
小
中

学
生
に
つ
い
て
は
給
食
費
無
償
化
で
、

ま
だ
幼
稚
園
と
教
職
員
は
、
給
食
費

を
徴
収
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
値
上

げ
も
し
な
い
で
や
り
く
り
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
質
の
面
も
経
費
の

面
も
担
当
職
員
の
努
力
で
頑
張
っ
て

い
る
と
い
う
認
識
で
す
。
た
だ
材
料

の
高
騰
は
免
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ

は
町
の
持
ち
出
し
が
増
え
て
い
る
と

い
う
状
況
に
は
間
違
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
長
提
出
議
案

請
願

発
議

令和6年  第3回定例会（9/10-11）

審議議案と議員の賛否（○：賛成 ×：反対　欠：欠席）
結果

新
井
健
司

倉
林
郁
雄

黒
澤
広
治

大
塚
鉄
也

林　

太
平

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

林　
　

豊

令和５年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町文化会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野総合センターの設置および管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

皆野町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国に対し「パレスチナ自治区ガザへの即時恒久的停戦と人道支援
を求める意見書」の提出を求める請願書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パレスチナ自治区ガザへの即時恒久的停戦と人道支援を求める
意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公開し
ます

議
長
は
採
決
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

下田野にあるジビエの加工場

人 事
新
あら　い　たか　ひこ

井孝彦 氏（秩父市在住）教育長の任命に同意 再任
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）

 

問  

お
祭
り
で
使
用
す
る
屋
台

の
修
理
に
は
、
多
額
の
資
金
が

必
要
で
あ
り
、
町
民
が
困
っ
て

い
ま
す
。
秩
父
市
、
小
鹿
野
町
、

横
瀬
町
は
既
に
文
化
庁
の
地
域

文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
野
町

が
取
り
組
ま
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

 

答  

町
長　

既
に
昨
年
度
か
ら
、

今
後
の
伝
統
芸
能
や
行
事
、
祭

り
等
の
団
体
支
援
、
地
域
文
化

財
総
合
活
用
推
進
事
業
等
を

活
用
し
た
支
援
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

指
定
文
化
財
の
保
存
団
体
13
団

体
を
対
象
に
、
各
団
体
の
資
金

面
・
人
材
面
等
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
助

成
の
順
番
や
具
体
的
な
内
容
を

決
め
る
た
め
の
組
織
や
場
づ
く

り
を
行
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ご
質
問
の
地
域
文

化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
の
活

用
に
当
た
り
、
要
件
と
も
な
っ

て
い
る
今
後
の
地
域
の
文
化
財

等
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

資
す
る
特
色
あ
る
総
合
的
な
取

組
を
推
進
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
組
織
、
具
体
的
に
は
、
保
存

団
体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

等
の
立
ち
上
げ
に
向
け
、
協
議

の
場
を
持
ち
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
協

議
に
参
加
す
る

団
体
は
、
指
定

文
化
財
の
保
存

団
体
に
限
ら
ず
、

幅
広
く
募
っ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

問  

取
組
む
と
解
釈
し
て
よ
ろ

し
い
で
す
か
。

 

答  

町
長　

取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

原町祇園の屋台

新
あ ら い

井 健
け ん じ

司議員が問う

文化庁の補助金
事業への取組を

［町長］取組を進めて［町長］取組を進めて
いきますいきます

 

問  

小
学
校
統
廃
合
問
題
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

 

答  

教
育
次
長　

小
学
校
統
合

の
時
期
・
方
法
な
ど
の
具
体
的

な
指
針
を
示
す
べ
く
、
学
校
教

育
の
在
り
方
検
討
委
員
会
に
お

い
て
議
論
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

今
年
11
月
に
町
長
へ
最
終
報
告

す
る
見
込
み
で
す
。

 

問  

幼
保
一
元
化
（
認
定
こ
ど

も
園
）
は
、
６
月
定
例
会
で
私

と
数
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ

り
ま
し
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

 

答  

健
康
こ
ど
も
課
長　

教
育
委

員
会
と
連
携
し
、意
見
交
換
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

問  

町
長
は
、
温
水
プ
ー
ル
廃

止
の
方
向
で
す
が
、
代
替
案
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

 
答  
教
育
次
長　

町
民
や
利

用
団
体
の
要
望
か
ら
、
秩
父
市

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
金
補
助

と
専
用
コ
ー
ス
の
確
保
の
ほ
か
、

運
動
機
会
の
充
実
や
健
康
づ
く

り
支
援
に
つ
な
が
る
事
業
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

 

問  

各
課
題
の
解
決
に
は
、
各

課
の
連
携
が
大
変
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
副
町
長
を
中
心
と
し

た
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

 

答  

町
長　

現
状
、
各
課
長
な

ど
を
加
え
た
中
で
検
討
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
連
携

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

 

問  

金
崎
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
過
去

３
年
間
で
10
件
の
患
者
搬
送
を

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
４
回

は
離
着
陸
で
き
ず
に
、
下
田
野

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
皆
野
高
校
跡
地
活
用
と
し

て
、
皆
野
・
長
瀞
町
の
防
災
拠

点
の
整
備
は
ど
う
で
す
か
。

 

答  

町
長　

皆
野
高
校
跡
地
の

利
活
用
は
、
庁
内
検
討
委
員
会

に
て
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

問  

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
「
自
治
体
間
連
携
の
取
組
」

と
し
て
、
町
で
は
都
市
部
の
譲

与
税
を
充
当
し
た
事
業
実
施
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

 

答  

町
長　

埼
玉
県
で
は
、「
山

と
町
を
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
け
て
お
り
、
町
も
登

録
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

若
わかばやし

林 光
み つ お

雄議員が問う

［町長］小学校統廃合［町長］小学校統廃合
問題は、12月に結論を問題は、12月に結論を

町政の主要事業の
取組と進捗状況は

町の考えを問う！ 一般質問  ５人が登壇
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域
市
町
村
圏
組
合
議
会

 

問  

居
住
者
に
お
け
る
日
常
の

生
活
道
路
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
路
面
や
町
道
に
接
す
る
樹

木
の
環
境
状
況
は
見
直
す
場
所

が
散
見
さ
れ
ま
す
。
町
道
管
理

と
工
事
進
捗
状
況
及
び
工
事
計

画
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答  

建
設
課
長　

現
在
、
町
で

管
理
し
て
い
る
町
道
は
５
７
５

路
線
で
、
延
長
19
万
２
７
２
７

メ
ー
ト
ル
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

工
事
設
計
額
１
３
０
万
円
以
上

の
入
札
案
件
は
今
年
度
14
件
を

予
定
し
、
８
月
末
時
点
で
７
件

の
工
事
が
発
注
済
み
で
す
。
工

事
予
定
路
線
へ
の
対
応
は
、
早

期
に
発
注
を
行
う
予
定
で
す
。

 

問  

山
間
部
を
住
居
と
し
た
地

域
住
民
に
対
す
る
道
路
管
理
や

補
修
工
事
対
策
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

答  

建
設
課
長　

現
在
町
で
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
月

に
2
回
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の

業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
巡
回
は
山
間
部
に
限
ら

ず
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
道
路
構

造
物
の
損
害
等
を
発
見
し
た
場

合
は
、
緊
急
度
な
ど
優
先
順
位

を
つ
け
、
補
修
工
事
な
ど
の
対

応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

問  

皆
野
町
観
光
事
業
へ
の
今

後
の
見
解
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

本
町
は
、

秩
父
市
と
長
瀞
町
と
い
う
知
名

度
の
高
い
観
光
地
に
挟
ま
れ
て

い
ま
す
。
両
市
町
と
の
連
携
を

今
ま
で
以
上
に
図
っ
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
訪
ね

て
い
た
だ
き
、
町
内
の
商
業
・

観
光
業
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い

け
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
観
光

資
源
の
魅
力
を
高
め
、
そ
れ
を

多
く
の
方
々
に
伝
え
て
い
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

倉
くらばやし

林 郁
い く お

雄議員が問う

町道の管理と
整備状況

［建設課長］今後も町道の［建設課長］今後も町道の
適切な管理と整備を実施適切な管理と整備を実施

 

問  

具
体
的
な
国
民
健
康
保
険

税
率
の
引
き
上
げ
予
定
を
伺
い

ま
す
。

 

答  

副
町
長　

令
和
６
年
度
か

ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

問  

令
和
７
年
度
の
税
額
改
定

で
は
全
て
の
国
保
世
帯
が
引
き

上
が
る
と
認
識
し
て
よ
ろ
し
い

で
す
か
。

 

答  

税
務
課
長　

所
得
が
変
わ

ら
な
い
と
す
る
と
全
て
の
世
帯

の
税
額
が
上
が
り
ま
す
。

 

問  

令
和
９
年
度
の
「
保
険
料

水
準
の
統
一
」
が
行
わ
れ
れ
ば
、

町
の
独
自
の
施
策
と
し
て
保
険

税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
全
て
の
子
ど

も
の
均
等
割
減
免
を
行
う
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

答  
副
町
長　

新
た
な
町
の
減

免
制
度
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
の
特
産
物
を
守
る
た
め

に
鳥
獣
害
対
策
を

 

問  

捕
ま
え
た
小
動
物
の
処
分

に
困
っ
て
い
ま
す
。
町
で
処
分

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

鳥
獣
の

被
害
は
深
刻
で
す
。
捕
ま
え
た

小
動
物
の
処
分
は
捕
獲
者
の
責

任
で
行
う
の
が
前
提
で
す
が
、
相

当
の
労
力
が
か
か
り
ま
す
。
町

に
登
録
し
た
方
が
捕
獲
し
た
ア

ラ
イ
グ
マ
は
、
役
場
に
持
っ
て
き

て
も
ら
え
れ
ば
町
の
職
員
が
手

伝
い
ま
す
。
動
物
の
種
類
に
よ
っ

て
は
皆
野
町
有
害
駆
除
実
施
班

に
協
力
を
お
願
い
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。　

毎
・

年
・

上がる国民健康保険税

常
つ ね や ま

山 知
と も こ

子議員が問う

全ての子どもの
均等割減免を

［副町長］新たな減免［副町長］新たな減免
制度は考えていません制度は考えていません

令和7年度 令和8年度

医療分
所得割 6.85% 所得割 7.65%

均等割 37,800円 均等割 45,300円

後期支援
所得割 2.80% 所得割 3.35%

均等割 16,400円 均等割 20,000円

介護
保険分

所得割 2.55% 所得割 3.00%

均等割 16,200円 均等割 19,800円

令和7年4月から改定 予定

一般質問とは、町の課題等について議員が自身の政策提案も含めて町に考えを質
ただ

すものです。

この議会だよりでは、質問者本人が要約したものを掲載しています。
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第
51
号
（
令
和
６
年
９
月
定
例
会
）

請 願
請願第１号

国に対し「パレスチナ自治
区ガザへの即時恒久的停戦
と人道支援を求める意見書」
の提出を求める請願 
請 願 者　吉川かほる

紹介議員　常山知子、内海勝男、若林光雄

請願の内容

　イスラエルのガザ地区への攻撃を即時か

つ恒久的に停止すること、また200万人に

及ぶガザ住民の命を守ることを人道的見地

から日本政府に求める。

　本請願は、６月定例会で総務教育厚生常

任委員会へ付託となり、その後７月開催の

委員会の審査では「採択すべきもの」とされ、

９月定例会でその内容が報告されました。

　これを踏まえて９月定例会で審議した結

果、採択することと決定しました。その後、

議員発議で意見書案が提出され、可決となっ

たので、国に対し意見書を提出しました。

請願とは

　憲法第16条に規定された国民の権利として、

公の機関に対して要望を述べる行為です。

秩父広域市町村圏組合議会報告
秩父クリーンセンターにて全員協議

会が開催され、第2回定例会の提出

議案説明と議会運営について議会人事が行わ

れました。

秩父市役所本庁舎4階議場にて第

2回定例会が開催され、一般質問２

名、管理者提出議案８件で、提出された議案は、

原案のとおり可決・承認されました。

（若林光雄）

7 22（月）

7 29（月）

採択

 

問  

三
沢
地
区
の
約
１
５
０
世

帯
に
は
公
営
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
秩
父
広

域
市
町
村
圏
組
合
水
道
局
に
よ

る
「
新
三
沢
配
水
池
」
事
業
が

２
０
２
５
年
度
末
に
は
完
成
予

定
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
「
自

然
流
下
」
に
よ
る
給
水
区
域
拡

張
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
う

し
た
事
業
に
併
せ
昨
年
５
月
、

三
沢
地
区
の
各
小
規
模
水
道
組

合
か
ら
改
め
て
「
公
営
水
道
整

備
」
の
陳
情
が
町
に
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
２
０
０
５

年
に
「
給
水
区
域
」
と
な
っ
て

い
る
三
沢
旧
第
６
区
・
旧
第
８

区
・
旧
第
９
区
の
一
部
の
小
規

模
水
道
組
合
か
ら
の
整
備
事
業

化
に
向
け
た
陳
情
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
「
給
水
区
域
外
」
で

あ
る
峯
水
道
組
合
、
高
府
地
水

道
組
合
の
一
部
、
五
十
新
田
水

道
組
合
、
小
根
水
道
組
合
な
ど

か
ら
の
「
給
水
区
域
拡
張
と
水

道
整
備
」
の
陳
情
で
す
。
こ
の

陳
情
に
対
す
る
黒
澤
町
長
の
考

え
と
秩
父
広
域
水
道
局
へ
の
働

き
か
け
等
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答  

町
長　

令
和
５
年
５
月
、

三
沢
地
区
の
全
て
の
小
規
模
水

道
組
合
を
含
む
10
団
体
か
ら
の

陳
情
に
つ
い
て
は
重
く
受
け
と

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
秩

父
広
域
水
道
局
の
担
当
者
と
の

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
水
道
の
在
り
方
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
べ

く
速
や
か
に
各
小
規
模
水
道
組

合
等
と
の
話
し
合
い
を
持
ち
現

状
と
課
題
の
把
握
を
は
じ
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
過
疎
化
に
よ
る

水
需
要
の
縮
小
、
ま
た
財
政
負

担
や
受
益
者
負
担
な
ど
乗
り
越

え
る
べ
き
課
題
は
多
く
あ
り
ま

す
が
将
来
負
担
を
残
さ
ず
、
安

全
な
水
を
供
給
で
き
る
体
制
を

つ
く
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

内
う ち か い

海 勝
か つ お

男議員が問う

上水道の整備に
向けて

［町長］安全な水を供給［町長］安全な水を供給
できるよう取り組みたいできるよう取り組みたい

一般質問  ５人が登壇
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常任委員会調査報告

●❷

●❸

総務教育厚生常任委員会

国神小学校・三沢小学校
　及び給食センターを視察
　両小学校ともに校長先生を始め先生方のご尽力が良くわ

かりました。ＳＤＧｓの取組、地元の方との連携による農作

業、保護者と地域の方による登下校の見守り活動など、数

多くの取組をしています。

　また、登下校の様子は、車の通りが多く非常に危ない状

況だそうです。

　さらに、三沢小学校では近隣にごみが目立つとの指摘で、

学校を中心にごみ拾いを実施したところ、タバコの吸い殻

がまとめて捨ててある場所もあったとのことです。

　児童数も少なく、学校維持より統廃合を考える時期かと

思います。

　このほか、お昼からは給食センターを視察しました。学

校給食はとても美味しいのですが、食べ残しが多く、栄養

バランスが非常に難しい状態だそうです。

産業建設常任委員会

令和５年度実施事業の
　主要９か所を視察
　総務課、建設課、教育委員会所管の主要な工事・

事業実施箇所とし、比較的工事費用の高い９か所の現

場を視察しました。

　おまつり広場屋外トイレ新築工事、文化会館ホワイ

エトイレ改修工事、町道皆野104号線道路改良工事、

町道国神93号線道路改良工事、町道皆野63号線

道路改良工事、町道皆野63号線道路改良その2工

事、町道皆野46号線道路改良工事、町道皆野46

号線道路改良その2工事、町道下田野58号線道路

改良工事、林道二本木線林道改良工事及び林道雨乞

曽根坂線林道改良工事等の完成現場を視察しました。

　それぞれの事業（工事等）は計画のとおり完成し、

立地条件にあった内容で、安全性を第一にコスト面を

考慮した工法、資材の採用などを図り、適切であった

ことを確認しました。

7 11（木）

8 2 （金）

❶国神小学校での懇談の様子 ❷試食メニュー
❸三沢小学校 SDGs ルームの様子

●❶

●❶

❶町道皆野 104 号線道路改良工事（駒形区）
❷林道二本木線林道改良工事  （中三沢区）
❸おまつり広場屋外トイレ新築工事

●❷

●❸
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本会議の会議録を
議会ＨＰで公開中

※公開には一定の

　期間を要します。

　ご了承ください。

次の定例会は次の定例会は
12月10日頃12月10日頃

の予定ですの予定です

議員雑記議員雑記

議会だよりに対するご意見をお寄せください

議
会
だ
よ
り
は
 年

４
回
（
２
月
・
５
月
・
８
月
・
1
1
月
）
発
行
で
す
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第
51
号
（
令
和
６
年
９
月
定
例
会
）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したユニバーサルデザインフォントを使用

四季折々の草花や画材に囲まれて
　絵手紙を楽しむ会は2003年から活動をしています。

22名の会員が自宅等で制作していますが、月に一度の

学習会では10名ほどが集まり、合間におしゃべりを楽し

みながら四季折々の草花、野菜、果物などの画材に囲ま

れ、制作に取り組んでいます。最後には完成した作品を

鑑賞できるのも楽しみの一つです。

　年2回の社協の見守り事業への協力では、約180名

の対象の方に作品を送り、皆さんからお喜びの声をいた

だいています。皆野高校での絵手紙体験教室への協力、

作品の提供などもしています。

　ご興味のある方は、一度学習会に見に来てください。

毎月第1木曜日、午前10時から正午まで。会場は総合

センターです。

絵手紙を楽しむ会

皆野高校で行われた『絵手紙体験教室「大切

な人へ送る絵手紙を描こう」』講座。参加者に

絵手紙の楽しさを体験してもらいました。

皆野高校に提供した絵手紙作品

目指せ、目指せ、
おいしい給食日本一！おいしい給食日本一！

「おいしい給食」というドラマがある。とある中学校の「おいしい給食」というドラマがある。とある中学校の
普通の給食の話だが、実においしそうなのである。さて、普通の給食の話だが、実においしそうなのである。さて、
先日、数年ぶりに町の給食を試食した。おいしいのだ先日、数年ぶりに町の給食を試食した。おいしいのだ
が、食べ残しが出るそうだ。ドラマのようにはいかないが、食べ残しが出るそうだ。ドラマのようにはいかない
が、今の子どもたちには、味はもちろんのこと、見た目が、今の子どもたちには、味はもちろんのこと、見た目
のおいしさも必要なのかなと思う。今後予定されていのおいしさも必要なのかなと思う。今後予定されてい
る新学校給食センターの建設は、子供たちのために、る新学校給食センターの建設は、子供たちのために、
味も見た目も日本一の給食を目指してほしい。（林 豊）味も見た目も日本一の給食を目指してほしい。（林 豊）
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